
プログラムプログラムプログラムプログラム策定の目的策定の目的策定の目的策定の目的
検討スケジュール 第１期生のスケジュール平成２８年度 ・９月　プログラム策定委員会設置（平成２９年８月まで）

平成２９年度 ・９月　プログラム実行委員会設置
・年度末　参加大学における入試での取り扱い公表

平成３０年度
・４月　プログラム概要公表 ・７月　参加者募集

　・１０月～２月（月１回程度）開講・３月　小論文等試験、修了認定
平成３１年度 ・４月～８月　（月１回程度）開講・９月末　小論文等試験、修了認定（観点別評価）

… 　・奈良県内公立小学校で教育実習を行う。
平成３５年度

次世代教員養成プログラム実施案（概要）次世代教員養成プログラム実施案（概要）次世代教員養成プログラム実施案（概要）次世代教員養成プログラム実施案（概要）　次世代を担う教員には、必要な知識と技能を基盤として、答えが一つに定まらない問題に　次世代を担う教員には、必要な知識と技能を基盤として、答えが一つに定まらない問題に　次世代を担う教員には、必要な知識と技能を基盤として、答えが一つに定まらない問題に　次世代を担う教員には、必要な知識と技能を基盤として、答えが一つに定まらない問題に自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、主体性をもって多様な人々と協自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、主体性をもって多様な人々と協自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、主体性をもって多様な人々と協自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能力、主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度が求められている。働して学ぶ態度が求められている。働して学ぶ態度が求められている。働して学ぶ態度が求められている。　そこで、奈良県教育委員会と奈良教育大学等の関係大学とが連携し、高等学校での２年　そこで、奈良県教育委員会と奈良教育大学等の関係大学とが連携し、高等学校での２年　そこで、奈良県教育委員会と奈良教育大学等の関係大学とが連携し、高等学校での２年　そこで、奈良県教育委員会と奈良教育大学等の関係大学とが連携し、高等学校での２年間のプログラムとそのプログラムの主旨を踏まえた大学での４年間の教育を併せた、計６年間のプログラムとそのプログラムの主旨を踏まえた大学での４年間の教育を併せた、計６年間のプログラムとそのプログラムの主旨を踏まえた大学での４年間の教育を併せた、計６年間のプログラムとそのプログラムの主旨を踏まえた大学での４年間の教育を併せた、計６年間の指導を通して、将来の奈良県教育を担う人材を養成する。間の指導を通して、将来の奈良県教育を担う人材を養成する。間の指導を通して、将来の奈良県教育を担う人材を養成する。間の指導を通して、将来の奈良県教育を担う人材を養成する。
プログラム策定委員会（H28）・奈良教育大学・奈良県教育委員会・教育類型設置高校の関係者プログラム実行準備委員会設置（H29）・奈良教育大学・奈良県教育委員会・奈良県内に大学法人が置かれている教員養成大学
プログラム実行委員会設置（H30～）・奈良教育大学・奈良県教育委員会・奈良県内に大学法人が置かれている教員養成大学

＜第１期（後期）プログラム＞・前期プログラム修了認定者
＜大学入試＞※参加大学は、プログラム修了認定者に対して、加点または免除を行うことができる。
＜第２期プログラム修了認定＞＜教員採用試験＞※プログラム修了認定者のうち、大学長の推薦を受けた者、かつ奈良県内公立小学校で教育実習を行った者は、採用試験一次試験を免除される。

＜第１期（前期）プログラム＞・高校２年生８０名程度対象・教育類型の生徒は優先・校長推薦が必要・面接の実施








